
独立行政法人　農業環境技術研究所

巻　　頭　　言
●時には森の中に入ってみよう��…2

研究トピックス
●イムノクロマトアッセイを用いた玄米等のカドミウム濃度簡易測定� ………3

●交信撹乱剤（性フェロモン剤）に抵抗を示すチャノコカクモンハマキ	……… 5

●大気CO2増加による水稲の群落光合成の促進は葉窒素濃度に依存する	…… 7

ISSN 0910-2019

風にきく　土にふれる
そして　はるかな時をおもい　環境をまもる

風にきく　土にふれる
そして　はるかな時をおもい　環境をまもる

2008.1

No.77

所内トピックス
●�NIAES国際シンポジウム�
「モンスーンアジア農業生態系における侵略的外来生物の実態と制御」……  9

●�第28回農業環境シンポジウム�
「温暖化によって何が起こり、どう対応できるのか」…………………………10

●�ESAFS8 国際シンポジウム�
「食料生産と環境保全との調和に向けた農業科学の挑戦」………… …………11

●公開セミナー「遺伝子組換え作物の栽培と生態影響評価」……………………11

●つくば科学フェスティバル2007…………………………………………………… 12

●アグリビジネス創出フェア2007…………………………………………………… 12

北海道で開催されたアグリビジネス創出フェアの様子

−開催報告−



農環研ニュース

時には森の中に入ってみよう

理事長　佐藤 洋平

礎研究活動の世界における日本の位置を把

握するために、論文の被引用数を用いた分

析結果（政策研ニュースNo.223、pp.4-5）は、化学、

材料科学および物理学では日本の論文の世界シェ

アが他の分野に比べて高いが、環境／生態学では

論文産出量が少なく、世界上位30に入る研究機関

も無いことを報告していた。環境／生態学（およ

び地球科学を含む）の論文の世界シェアは5％強

で、他の分野の中で最も低い。基礎生物学のそれ

が10％弱であることと比べてみたとき、その低さ

がどの程度のものであるかが分かる。

　こうした環境学も生態学も、基礎科学分野にお

いて掘り進められる知（「知の深化」）を融合させ

る創造的な知的活動によって生み出される「総合

知」である。深化する知を紡ぎ「総合知」を織り

上げる行為においては、自分の世界と価値観に閉

じこもり内向的になり排他的な思考形態をとって

いてはその実現は覚束ない。日本において「総合

知」の性格を持つ科学論文の世界シェアが他の分

野の中で最も低いのは、自己完結型の社会を志向

するといわれる日本社会の特殊性に由来している

のであろうか。あるいは、日本人の環境の捉え方は、

自然の理解同様、総体的であるといわれるように、

環境研究における課題の探求方法も総体的で広く

かつ深いので、西欧で発達した要素還元的探究方

法に比べ、現象の解明は一入難しいことにそれは

由来しているのであろうか。とまれ、この総体的

な探求方法と要素還元的な探求方法とが併合され

るならば、環境学における新たな展開が期待でき

そうではある。

　科学の進歩、発展を促す知的能力は洞察力と創

造力であると言われている。どちらも新しいもの

を求めるという志向性をもっているということに

おいて共通である。洞察力や創造力の必要性は、

科学の世界に限ったことではなく、ビジネスにお

いても然り、行政においても然り、いかなる世界に

おいてもその必要性は高い。しかし、変化を恐れ

たり、居心地のよい現状に満足していたり、現状

維持を求めるところに洞察力も創造力も育たない。

　「カウンターウエイトを持て」と大学院時代に先

輩からよく言われたものである。上皿天秤の片方

の皿だけにものを載せると転倒してしまうが、も

う一方の皿に分銅を載せるとそうはならない。分

銅のようなものである。葦の髄から天井を覗くよ

うな専門バカに陥ることを戒めるものでもあるが、

分銅の視点を併せ持つことの重要性を示唆するも

のでもある。

　「知の創造」のように、新しいものを探求するこ

とにおいては、突き詰めることのみでなく、視点

を変えることも必要である。時には踏みならされ

た道から離れ、寄り道をしてでも、森の中に入っ

てみることが必要である。アレキサンダー G. ベ

ルの言うように「あなたがこれまで見たことがな

い何か新しいものをきっと見出す」に違いない。

基
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農環研ニュース

研究トピックス

はじめに

食 品 中 カ ド ミ ウ ム（Cd） 濃 度 に つ い て は、

2005年7月のコーデックス委員会総会で、小麦

（0.2ppm）、除皮ばれいしょ（0.1ppm）、野菜類（0.2

～ 0.05ppm）の国際基準値が採択され、また精米に

ついては2006年7月に0.4 ppmが新たに採択され

ており、今後、国内農産物に対する基準の強化が想

定されています。そこで、収穫前にCd濃度をモニ

タリングし流通防止を図るなど、生産現場における

リスク管理が求められていますが、そのためには、

サンプリングから1 ～ 2日で結果を出せ、かつ現場

の農業技術者等が利用できる迅速･簡易分析法の開

発が必要です。現状では、酸分解・有機溶媒抽出等

煩雑な操作、並びにICP発光や原子吸光等の高額な

精密分析機械が必要で、時間と費用がかかります。

最近、関西電力グループは、免疫測定法の一つ

であるイムノクロマトアッセイ法による米用のCd

検出キットを開発しています。このキットは、Cd-

EDTA錯体とこれに特異的に反応する抗Cd-EDTA

抗体による抗原抗体反応を利用し、発色程度から

0.01 mg L-1 以上の濃度のCdを検出できる試験紙タ

イプです。イムノクロマトアッセイ法は、主に目的

物質が一定レベル以上あるか無いかを判別する定性

分析法として用いられ、身近なものでは妊娠検査薬

などがあげられます。抗原抗体反応自体は定量的に

生じているので、発色を機器で読みとり、標準液と

比較して濃度を推定することはある程度可能と考え

られます。本研究では、このキットを用いた玄米中

Cd濃度の推定法を検討し、精密分析機器等を持た

ない農業関係普及機関等を想定した、汚染米の簡易・

迅速判定への利用の可能性を探りました。

イムノクロマトキットによる玄米中Cd濃度測定

玄米用イムノクロマトキット（関西電力製）は、玄

米からのCd抽出・精製工程と、イムノクロマトアッ

セイ部分からなります。図1に示す手順で検出を行い

ます。

【前処理（Cd抽出・精製）】：乾燥微粉砕した玄米サン

プル2gに、20mL の0.05mol L-1塩酸溶液を加えて、

１時間振とうした後濾過します。Cdと交差反応を示し

抗原抗体反応を妨害する重金属類（Mn, Zn, Cuなど）

を除去するため、この濾液5mLを妨害物質除去カラ

ムに流下してCdをカラムに吸着させます。このカラ

ムに0.1mol L-1塩酸溶液を5 mL加え妨害物質を洗浄

した後、0.05mol L-1硝酸溶液5mLを加えてCdを溶

出します。妨害物質除去カラムは、Cdを特異的に吸着

するキレート剤をシリカゲルに吸着させたものです。

【イムノクロマトによる検出】：前処理液20μLを

EDTA緩衝液380μLと混合後、100μLを金コロイ

ド標識抗体と反応させます。このうち75μLをイム

図１　イムノクロマトによる玄米中のＣｄ検出手順

イムノクロマトアッセイを用いた玄米等の
カドミウム濃度簡易測定
土壌環境研究領域　　阿部　薫

研究トピックス研究トピックス
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農環研ニュース

イムノクロマトアッセイを用いた玄米等のカドミウム濃度簡易測定

ノクロマト検出デバイスに滴下し、発色の安定する40

～ 50分後に発色程度をクロマトリーダーで測定しま

す。

種々のCd濃度の玄米の前処理液とCd標準液につい

てイムノクロマトを行い、発色程度を測定した結果を、

図2に示しました。Cd濃度に対する発色の読み取り

値は抗原抗体反応に一般的であるシグモイド曲線とな

り、また、Cd濃度0.01 ～ 0.1 mg L-1の範囲では、Cd

濃度の対数値と読みとり値間に良好な直線関係が認め

られました。従って、0.01 ～ 0.1 mg L-1のCd標準液

を用いて検量線（指数式）を作成し、発色読取り値から、

抽出・精製液のCd濃度を算出することができること

が判りました。

図3に、精密分析（酸分解－ICP-MS分析）により

定量した玄米中のCd濃度と、イムノクロマト法によ

り算出した玄米中のCd濃度の関係を示しました。傾

き概ね１の良好な相関が認められました。

表1には、国際基準値（0.4 mg kg-1）及び国内基準

値（1.0 mg kg-1）付近の試料と標準試料（NIES CRM 

No.10-a,b）をイムノクロマト測定した際のCd濃度測

定値のばらつきを示しました。極低濃度のNo.10-aは

保証値より全体に高い値となりましたが、国際基準値

（0.4 mg kg-1）前後のNo.10-b及び試料Ⅰは、概ね既

知濃度の80 ～ 120%の範囲に分布しました。以上よ

り、ある程度の反復をとれば、現地での大まかな玄米

Cd濃度の把握に用いることはできると考えられます。

イムノクロマトキットによるCd濃度測定についての留意点

本法はCd濃度の近似値を簡易・迅速に知る手段

として利用できますが、玄米Cd濃度測定における

変動係数は平均14％（2 ～ 41％）あり、基準値付

近の試料が基準を満たすかどうか等の判定には精密

分析による精査が必要です。

また、このイムノクロマトキットが、土壌のCd

濃度測定にも適用できるかを調べているところで

す。農用地汚染対策法では、土壌のCd濃度は、土

壌から0.1M塩酸で抽出して求めるので、Cuなどの

妨害元素が問題になりますが、玄米の場合と同様に

カラムによる精製によって、比較的精度良く測定で

きそうです。
図２　�シグモイド式と指数式近似の検量線�

（発色読み取り値は0.001mg L-1を100とする減衰率で表示。）

図３　�イムノクロマト法（前処理＋イムノクロマト）と酸分解－

ICP-MS法による玄米Cd濃度比較（イムノクロマトは3

連の平均値）

表１　�玄米試料（標準試料及び基準値濃度に近い試料）のイムノク

ロマト法によるCd濃度測定値の分布
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農環研ニュース

研究トピックス

生物多様性研究領域　　杉江　元　　田端　純

はじめに

環境にやさしい農薬として、昆虫の交尾行動を誘

起する性フェロモンと呼ばれる化学物質を利用した

交信撹乱剤が使用されています。この防除剤は直接

虫を殺す活性はありませんが、空気中に性フェロモ

ン物質がただようことにより、雄成虫は雌成虫が配

偶行動のために出している性フェロモンを認識しづ

らくなり、同じ種の雌成虫を発見することを妨害し

ます。これにより、雌成虫の交尾の機会が減り、子

孫の数を減らす効果があります。この効果は性フェ

ロモンがそれぞれの昆虫で異なるため、対象とした

虫だけを防除する事ができるので、とても環境にや

さしい害虫防除を可能にします。また、性フェロモ

ンを利用した交信撹乱剤は種の認識の過程を妨害す

るので、抵抗性が生じるには種の認識のやり方を変

えなくてはならず、そのような変化が起きる可能性

は小さいと考えられてきました。

茶の害虫であるチャノコカクモンハマキ（図1）に

対して（Z）-11-テトラデセニルアセタート（Z11-14:

Ac）を有効成分とする交信撹乱剤が利用されてきま

した。ところが近年著しく効果が低下し、世界で最

初の交信撹乱剤に対する抵抗性現象として1996年

に報告されました。抵抗性を引き起こさない交信撹

乱剤を開発するために、抵抗性発現要因の解明を目

指して研究を進めています。

交信撹乱剤は図2で2つ折りになっているチュー

ブ状の物です。これを1.5 ～ 2mおきに茶園全体

に設置します。性フェロモン成分はポリエチレン

チューブなどに封入され、数ヶ月間にわたってゆっ

くりと放出されるようになっています。

交信撹乱剤に対する抵抗性系統の虫の選抜

抵抗性が報告された静岡県の茶園からチャノコカ

クモンハマキの幼虫を採集しました。高濃度の撹乱

剤（Z11-14:Ac）が存在する容器中に雄成虫と雌

成虫を入れて交尾を行わせて卵を採集しました。こ

の卵から生まれた虫は高濃度の性フェロモン成分

があっても交尾できる虫の子孫ということになり

ます。虫は人工飼料を使って飼育を行い、約1月後

に成虫となります。このような飼育を繰り返し、よ

り高濃度の撹乱剤がある条件でも交尾できる虫の

選抜を行いました。検定方法として、交信撹乱剤

（Z11-14:Ac）を入れた1Lのガラス容器にチャノ

コカクモンハマキ雄成虫・雌成虫10頭ずつを放し、

どのくらいの割合で交尾できるか調べました。同じ

処理濃度で交尾率が高いほど抵抗性が強いことにな

ります。約4年経った40世代以降、この系統は強い

抵抗性を安定して示すようになりました。現在まで

8年近く選抜を続けることで、抵抗性系統（R系統）

を確立できました（図3）。野外採集の直後は、0.001 

mg/Lの処理濃度では60%程度が交尾できましたが、

0.1mg/Lになると完全に阻害されました。同じよう

な状況が選抜後35世代まで続きました。46世代に

交信撹乱剤 ( 性フェロモン剤 ) に抵抗を示す
チャノコカクモンハマキ

図２　茶園に設置された性フェロモンを使った交信撹乱剤

図1　チャノコカクモンハマキ　左　雄成虫、右　雌成虫

このチューブに性フェロモン成分を封入。２つ折りにして設置する。
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農環研ニュース

交信撹乱剤 (性フェロモン剤 )に抵抗を示すチャノコカクモンハマキ

なると、0.001 mg/Lの処理濃度では90%程度が交

尾でき、処理濃度が上がっても交尾率はあまり下が

らず、1 mg/Lになっても60%以上のハマキガが交

尾しました。これ以降、この抵抗性の強さは変わら

ず、交信撹乱剤に対し抵抗性を獲得したことは明ら

かです。

室内風洞内での交信撹乱剤に抵抗性系統の虫の誘引

チャノコカクモンハマキでは（Z）-9-テトラデセ

ニルアセタート（Z9-14:Ac）とZ11-14:Acの2種

類の物質が誘引に必要な性フェロモン成分（混合比

7:3）で、両方の成分がそろわないと誘引力があり

ません。抵抗性をもたない標準系統と抵抗性系統（R

系統）の雄成虫の性フェロモン反応性を室内風洞（直

径30cm×長さ2m）で調査しました。標準系統の

雄成虫（青色）はZ9-14:AcとZ11-14:Acの2成分

混合物に良く反応しましたが（図4、左）、Z11-14:

Acを含まないZ9-14:Acだけの誘引源には反応しま

せんでした（図4、右）。ところが、R系統の雄成虫

（赤色）は誘引に必要なはずのZ11-14:Acを含まな

い性フェロモン源にも強く反応しました（図4、右）。

R系統の雄成虫は予想外の性質を獲得していたこと

になります。

交信撹乱剤に抵抗性となった要因

交信撹乱剤（Z11-14:Ac）の大気中での濃度が高

くなると、雌成虫が放出する性フェロモン信号は干

渉されるため、雄成虫が雌成虫を発見するのが難し

くなります。しかし、R系統の雄成虫は、性フェロ

モン信号としてZ11-14:Acがなくてもかまわない

ので、交信撹乱剤の影響を受けにくくなっています。

これが撹乱剤に対する抵抗性発現の一要因であると

考えられます。

おわりに

野外に生息しているチャノコカクモンハマキの

雄成虫のなかに、Z11-14:Acがなくても雌成虫を

発見できる虫がごく少数いたのだと考えられます。

Z11-14:Acを交信撹乱剤として使用を続けたことに

より、しだいにこのような特性をもつ雄成虫の割合

が増えたことで、交信撹乱剤に対する抵抗性が現れ

たと考えられます。今後、性フェロモンを交信撹乱

による防除に使うには、定期的に抵抗性についての

検討を行い、抵抗性へ注意を払う必要があります。

図３　交信撹乱剤に対する強力な抵抗性の獲得

図４　性フェロモン成分に対する雄成虫の反応性
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農環研ニュース

研究トピックス

大気環境研究領域　　酒井　英光

はじめに

現在380ppmである大気CO2濃度は上昇を続け

ており、今世紀末には540 ～ 970ppmに達すると

予測されています。大気CO2濃度の上昇は作物生

産に大きな影響を及ぼすと考えられます。とりわ

け世界の人口の約半数の主食であるコメ生産に及

ぼす影響は、食料の安定供給の視点から重要です。

そのため、将来のコメ生産量の予測を正確に行う

ことが求められています。

一般に、CO2濃度が上昇すると、水稲の個葉光

合成は促進されますが、その程度は生育の進行に

伴いしだいに低下することが分かっています。し

かし、様々な個葉で構成される水稲群落の光合成

の促進が、生育に伴って低下するかは明らかでは

ありません。群落光合成への影響は、水稲の生長

量に直結するため、そのことが将来の水稲生産予

測における不確実さの一因になっています。

そこで、高CO2濃度による群落光合成の促進が

個葉と同様に低下するか、低下するならばその要

因は何かを明らかにするために本研究を実施しま

した。

高CO2濃度に対する群落光合成の応答

農業環境技術研究所内の自然光型人工気象室（図

1）6室を用いて、水稲（品種「日本晴」）を現在の

大気CO2濃度（380ppm）と高CO2濃度（680ppm）

の2条件で3年間栽培しました。そして、それぞれ

の人工気象室におけるCO2の収支を連続的に測定

することにより、水稲群落の日中の光合成量と夜

間の呼吸量を算出しました。

この実験の結果、CO2濃度の上昇による群落光

合成の促進率は生育初期に最も高く、生育につれ

てしだいに低下していくことが群落レベルで初め

て明らかになりました（図2）。一方、呼吸は高

CO2濃度によって生育期間をとおして促進されて

いました。水稲の生長量は、水稲群落の光合成と

呼吸の差し引きで決まることから、高CO2濃度に

よる生長量の増加率は生育に伴い大きく低下して

いくことになります。

大気 CO2 増加による水稲の群落光合成の促進は
葉窒素濃度に依存する

図１　農業環境技術研究所の人工気象室

自然の日射条件下で、人工気象室内の気温、湿度およびCO2濃度を変化させ
て、植物の応答や群落の光合成・呼吸速度などを調査することができます。
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大気CO2 増加による水稲の群落光合成の促進は葉窒素濃度に依存する

群落光合成の促進率が低下する要因

個葉の光合成能力は葉窒素濃度と深く関わって

いることが知られています。そこで、群落の光合

成能力（受光量あたりの光合成量）と葉窒素濃度

の関係を調査した結果、両者の間には曲線的な関

係があることが分かりました（図3）。また、その

関係はCO2濃度で異なることも明らかとなりまし

た。図3より、葉窒素濃度が高い場合には群落光

合成の促進率が高く、葉窒素濃度が低下するにつ

れて促進率が小さくなっていくことが分かります。

いずれのCO2濃度条件でも生育に伴い葉窒素濃度

が低下していくために、群落光合成の促進率は低

下していきます。さらに、高CO2濃度条件では外

気CO2濃度条件よりも葉窒素濃度が低く推移する

ということが分かっており，このことも群落光合

成の促進率を低下させる要因となっていました。

つまり、生育の進行や高CO2濃度条件による葉窒

素濃度の変化によって、水稲群落の光合成促進率

の変動が説明されることが分かりました。

おわりに

これらの結果は、CO2濃度上昇時のコメ生産を

正確に予測するためには、CO2濃度上昇下での稲

体（特に葉）の窒素濃度を的確に予測する必要が

あることを示しています。そして、CO2濃度の上

昇による水稲生長への“施肥”効果を最大限に活用

した適応栽培技術を開発する上では、窒素管理が

重要であると考えられます。

図２　�CO2濃度上昇による群落光合成，呼吸の促進率の変化

　　　�水稲の生育に伴い、CO2濃度の増加による光合成の促進
率はしだいに低下したのに対し、呼吸の促進率は低下し
ませんでした。

図３　�３年間の実験から得られた水稲の群落光合成と葉窒素濃
度の関係

　　　�葉面積あたりの窒素含有量（葉窒素濃度）の低下に伴って、
両CO2濃度区の差が小さくなっていきます。すなわち、
CO2濃度の増加による群落光合成の促進率は窒素濃度の
低下に伴い低下します。
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研究トピックス
NIAES 国際シンポジウム

「モンスーンアジア農業生態系における侵略的外来生物の実態と制御」

農業環境技術研究所は2007年10月22日～ 24日、
国際シンポジウム「モンスーンアジア農業生態系にお
ける侵略的外来生物の実態と制御」をつくばで開催し、
口頭発表（17題）およびポスター発表（24題）を行
い参加者9カ国110名の間で情報を共有化するととも
に、構築中のアジア・太平洋外来生物データベース

（APASD）の充実と利便性の改善に役立てました。
基調講演では、米国コネチカット大学のシランダー

教授は ｢侵略生物の拡大・分散予測における国際協力
の重要性｣ について外来植物の研究例や市民参加型
の調査をもとに報告しました。次いでマレーシア大の
バカール教授は同国には500種の雑草が記録され多
くは外来種であること、それらの研究と実態について
報告しました。南京農業大学の強助教授は中国の315
種の外来種の実態と対策、とくにセイタカアワダチソ
ウの由来について報告しました。タイ農業部のツンソ
ンチポルン研究員は熱帯アジアにおける外来植物の
現状と研究の紹介、当所の藤井上席研究員は外来植
物のリスクアセスメントと制御の紹介、楠本主任研究
員は農村環境調査情報システムの侵略的外来植物調
査への応用について、報告しました。さらに英国のプリ
ムス大学オーエン研究員は同国におけるアジアからの
外来植物ホウセンカの蔓延状況などを報告しました。

中山大学張教授の報告によると、中国では1990年
以降は侵入生物の監視体制が整備され、侵入後１年
以内の早期発見が可能になっています。これまでに侵
略的外来害虫として29科9目50種が重要種に指定さ
れ、ゾウムシなど鞘翅目が最多で18種（36.7%）、次
いで同翅類（8種）で、特にハモグリバエ、カイガラ
ムシ、ヒアリ、センチュウ、コナジラミ、ミバエなど
を警戒しています。この数年外来生物の影響・リスク
評価、拡大予測、検疫、監視体制、早期発見、根絶
などの事業や研究に国を挙げて取り組んでいることが
報告されました。

国際農林水産業研究センターの中村研究員は東南
アジアのココヤシの害虫キムネクロナガハムシについ
てタイ農業部との共同研究でヒメコバチ科寄生蜂によ
る生物的防除のプロジェクトに取り組んでいることを
報告しました。

九州大学の上野助教授によると、1982年に福岡県
と沖縄県で発生が確認され、関東まで分布拡大しア
ルファルファやレンゲに壊滅的な被害を与えている
アルファルファタコゾウムシについて、生物的防除の
ために1980年代にアメリカからヨーロッパトビチビ

アメバチを導入し1990年代に野外に放蜂した結果、
10年を経て定着し始め2002年から寄生率が高まり
2004年は40%台の寄生率、そして被害は20%未満
に収まりました。

台湾動植物検疫所郭所長の報告では、南米産で
1930年代にアメリカ南部に侵入したヒアリは2003
年10月に台湾で初発見されました。台湾では「紅火蟻

（アカヒアリ）」と呼ばれています。現在台北県と中部
の嘉義県を中心に発生し、今年5月現在で台北県の5
市町村と嘉義県の2村、台北県の南西隣にある桃園県
の12市町村に定着しました。台湾政府は2004年11
月に台北市内にヒアリの防除を目的とした国家紅火蟻
防除センターを設置し、ヒアリに関する情報収集や相
談を受けるとともに防除対策を講じています。現在台
北では90%、嘉義では99%の防除効果を上げていま
す。なお2003年後半には広東省、2005年1月には
香港、マカオ、華南、フィリピンに発生。日本では南
西諸島への侵入を警戒しています。

貝類について当所の伊藤主任研究員はカワヒバリ
ガイの分布状況を報告しました。フィリピン稲研究所

（Phil Rice）のジョーシ研究員と九州沖縄農業研究セ
ンターの和田上席研究員は、世界の外来生物ワースト
100種にリストアップされているスクミリンゴガイに
ついて近年西日本、韓国、フィリピンの有機稲作ある
いは慣行稲作で除草に活用され、アヒルやコイの除草
効果よりも高いと報告しました。　

総合討論では、研究者のみによる調査には限界が
あるので市民（科学者）と連携協力すること、また侵
入植物の生態学的制御、侵入小動物の除草への活用
などの研究と、それらのデータベースの充実、情報交
換の必要性、とくに外来生物の多くの発生源である南
米諸国の研究者を交えた討論会や今後の国際共同研
究などについて意見交換をしました。

最終日の24日には筑波山周辺の農業地帯を視察す
るとともに外来生物の観察会を行い、参加者の評判は
上々でした。

所内トピックス

（生物多様性研究領域長　平井　一男）

所内トピックス 開催報告
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所内トピックス

第28回 農業環境シンポジウム
「温暖化によって何が起こり、どう対応できるのか」

平成19年12月11日（火）、第28回農業環境シ

ンポジウムを「温暖化によって何が起こり、どう対

応できるのか〜農林水産業に与える影響評価とそ

の適応策〜」というテーマで、東京の新宿明治安

田生命ホールにおいて開催しました。昨年8月に

は日本の最高気温が更新される等、温暖化は私た

ちの身近な問題となっており、気候変動に関する

政府間パネル（IPCC）がノーベル賞を受賞した中、

第4次報告書が発表されるなど、温暖化への注目

は高まるばかりです。このような背景のもと、上

記シンポジウムは、温暖化によって農林水産業で

何が起こり、将来どうなるか、どのような対策が

考えられるのかを広く一般の方にも理解していた

だくことを目指しました。今回は、影響評価と適

応策について講演を行うとともに、それらの成果

に関するポスターを展示しました。そして、一般

の方を含め行政部局、民間企業、大学、公立場所、

他の研究機関など所外から266名、所内から41名、

計307名が参加しました。

発表会は、佐藤理事長の挨拶に続いて、丸紅経

済研究所の柴田明夫所長より「これからの日本を取

りまく食糧事情」というテーマで基調講演をいた

だきました。個別の講演では、まず「今、起こって

いること」というテーマで北海道農業研究センター

の鮫島良次寒地温暖化研究チーム長と九州沖縄農

業研究センターの森田敏上席研究員が、北海道と

九州からの現場報告を、大気環境研究領域の西森

基貴主任研究員が、IPCCから提示されている温暖

化予測と日本の農業影響を知るためにその予測を

より高解像度にする方法及びそれを使った水稲の

収量予測結果を紹介しました。その後、大気CO2

増加、温暖化が水稲の生育、収量に及ぼす影響と

その適応策が大気環境研究領域の長谷川利拡主任

研究員から、水稲の品質をはじめ、穀物、果樹、

野菜、牧草そして家畜まで農業全般への温暖化の

影響とそれに対する適応策が果樹研究所の杉浦俊

彦上席研究員から、さらに潮の流れ、プランクト

ンの変動、それらを通したサンマの成長と資源量

の将来予測など温暖化の海洋への影響について東

北区水産研究所の伊藤進一室長から報告されまし

た。

これらの発表に対して、コメの品質低下とその

要因、東南アジアのコメ輸出国への影響、海流の

動きを左右する要因等について、会場との質疑応

答があり、温暖化と生産の関係だけでなく温室効

果ガス排出削減とのバランス、土壌中の養分循環

あるいは影響を引き起こす現象の閾値を考慮する

必要性が指摘されました。

参加者にアンケートヘの記入を依頼したところ、

171名の方から回答が寄せられました。多くの方

が温暖化、食料生産、水問題に関心があり、報告

については、「時宜を得ていた」、「プログラム構成

がよく、説明もわかりやすかった」など好意的な

意見を多くいただきました。また、発表時使用し

た資料を公開してほしいとの要望も多く、近く当

所のWebサイトで公開する予定です。なお、温室

効果ガスの削減等の緩和策についてのシンポジウ

ム開催を要望する意見もありましたが、これにつ

いては今年の5月14日（水）に新宿明治安田生命

ホールにおいて開催する予定です。

（研究コーディネータ　今川　俊明）

基調講演をする柴田明夫丸紅経済研究所所長
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所内トピックス

11月3日、農業環境技術研究所は農林水産省農林水産
技術会議事務局と共催で標記公開セミナーを東京大手町
サンケイプラザで民間、行政、大学、法人研究機関など
から97名の出席を得て開催しました。

農環研は、平成12年に行われた「遺伝子組換え農作物
を考えるコンセンサス会議」の「市民の考えと提案」を踏
まえ、農林水産省委託研究プロジェクト「遺伝子組換え生
物の産業利用における安全性確保総合研究」の一環とし
て平成13年度から遺伝子組換え作物の生物多様性影響
評価に関する研究を実施してきましたが、今回その成果
の一端を公表しました。

セミナーでは、まず農林水産技術会議事務局の技術安
全課長より農水省の今後の遺伝子組換え農作物等の研究
開発の進め方および行政・研究・国民間のコミュニケー
ションの積極的取り組みについて説明がありました。次
いで研究担当者から遺伝子組換え作物の生態影響評価に
関する研究成果（１．遺伝子組換え生物の産業利用にお
ける安全性確保総合研究、２．遺伝子組換えダイズとナ
タネを含む輪作体系が後作、雑草、節足動物、土壌微生
物に与える影響、３．遺伝子組換えトウモロコシの栽培
が後作、雑草、節足動物、土壌微生物に与える影響、４．
遺伝子組換え作物の花粉飛散と交雑：知見の集積から評
価・予測へ、５．作物輸入港で野生化した遺伝子組換え
ナタネの生育地特性と発生消長）の発表、そして海外の

研究の現状を知るために招聘したイギリスロザムステッ
ド試験場の研究者から｢遺伝子組換え除草剤耐性作物栽培
の農地生物多様性に及ぼす影響に関する大規模圃場評価
試験｣ の結果が発表されました。

最後に小林傳司・大阪大学コミュニケーションデザイ
ン・センター教授の司会による円卓会議を、平成12年の
コンセンサス会議で活躍した市民パネリストや出席者を
交えて開催しました。まず市民からの要望に応えた研究
の成果を今回公表したことについて高い評価をいただく
とともに、建設的な意見交換を行い、さらに今後の期待
や要望も数多く受け、成功裏に終えました。

公開セミナー「遺伝子組換え作物の栽培と生態影響評価」

所内トピックス

本国際シンポジウムは、東・東南アジア地域の12の
土壌肥料学関連学会の連合による東・東南アジア土壌科
学連合（East and Southeast Asia Federation of Soil 
Science Societies、略称ESAFS）の第８回国際会議が
つくばで開催されるのを機会に、当所を含む関係機関（国
際農林水産業研究センター、農業・食品産業技術総合研
究機構・中央農業総合研究センター、アジア・太平洋地
域食糧肥料技術センター（FFTC））と学会（東・東南
アジア土壌科学連合、日本土壌肥料学会）の共催で開催
されたものです。海外からの参加者100名以上を含め、
300名を超える参加がありました。

本シンポジウムでは、現在、東アジアと東南アジアの
各国が抱えるさまざまな農業と環境を巡る問題から、「持
続的生産のための水管理」「環境ストレス下の作物生産」

「土壌汚染対策の新技術」をテーマに、招待講演者による
基調講演とそれに関する論議が行われました。
「持続的生産のための水管理」のセッションでは、節

水栽培・長期田畑輪換などの土地利用の変化が土壌炭素
に及ぼす影響を温暖化ガス放出との関連でどう考えるか、

「環境ストレス下の作物生産」のセッションでは、不良土

壌に耐性のある組換え作物が実用段階に達しつつあるが
パブリックアクセプタンスを得られるか、等が論議され
ました。また「土壌汚染対策の新技術」のセッションでは、
カドミウム汚染について講演発表がありましたが、カド
ミウムよりもはるかに広範囲に汚染の生じているヒ素汚
染をどう考えるか、などについて論議がありました。

本シンポジウムを機会に、さらなる国際共同研究の展
開の輪が広がることが期待されます。

ESAFS ８ 国際シンポジウム
「食料生産と環境保全との調和に向けた農業科学の挑戦」

（研究コーディネータ　齋藤　雅典）

（生物多様性研究領域長　平井　一男）
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平成19年11月17日（土）〜 18日（日）、つくばカ

ピオにおいて、つくば市等の主催で青少年のための科学

イベント「つくば科学フェスティバル2007」が開催され

ました。農業環境技術研究所では「身近な外来植物とその

脅威」のテーマで出展を行いました。

外来植物とは人間の活動によって外国からやってきた

植物のことです。外来植物の多くは、日本に昔からいた

植物を押しのけてしまったり、雑草として農業に被害を

与えたりします。また、毒のある成分を持った危険な植

物もあります。

このような外来植物について知ってもらうため、わか

りやすく解説したパネルとたくさんの鉢植えの外来植物

を展示しました。また、外来植物の問題点を楽しく学ん

でもらえるよう初級・中級・上級の3種類の「外来植物ク

イズ」を用意し、多くの方に挑戦してもらいました。一

家で挑戦した家族連れの中には上級クイズまでクリアし

てしまう小学生がいたり、友達同士でそれぞれ違うクイ

ズに挑む中学生など、なかなかの盛況振りでした。

二日間で、のべ1300人近くの来訪者があったそうで

す。会場はつくばエクスプレスつくば駅より徒歩10分

程度なのでつくば市外からの来訪者も多かったようです。

2008年（平成20年）は、第23回国民文化祭・いばら

き2008の事業のひとつ「つくばハイテクフェスティバ

ル」として開催予定です。

つくば科学フェスティバル 2007

（広報情報室広報グループ）

所内トピックス

11月27日・28日の両日、東京国際フォーラム展示ホー

ルで、「アグリビジネス創出フェア」が開催され、農環研

からも7点の展示と1件のプレゼンテーションで参加し

ました。昨年より広めの展示ブースに、知的財産を有す

る成果を中心に、パネル、成果紹介模型等を展示しまし

た。入場者全体がのべ約1万人となる中、当ブースにも

約500名の方々が立ち寄り、活発な意見の交換がありま

した。

今年は特に、直前にプレスリリースした「エタノールを

用いた新規土壌消毒法の開発」に関心が集まり、ランニ

ングコストを中心に、実際的な質問が相次ぎ、小原主任

研究員をはじめとする担当者が熱心に対応しました。ま

た、生分解性プラスチックなどの分解菌や、カビ防除に

効果のある菌を収集しているmicroForce に関する模型展

示は、成果内容と並んで多くの関心を呼んでいました。

残留農薬や土壌のカドミウム汚染については、例年、

農環研の研究トピックスの中で、関心が高く、この話題

をきっかけにして、その他の話題も併せて紹介すること

も多かったように思います。「温室効果ガス3成分同時分

析装置」や「地域循環型バイオマス利用」は、昨年に続く

2度目の出展でしたが、メーカーからの新たな引き合い、

取材依頼もあり、今後の展開を期待しているところです。

例年、農環研ブースは人目を引くようなサンプル配布

や実演がないため、足を止めていただく来訪者が少なかっ

たのですが、今回は、成果紹介のパネルデザインを統一

したり、多岐にわたる農環研の研究内容を理解していた

だくために、農村景観を背景に研究内容のキーワードを

配置したチラシを配布するなど、工夫の効果があったか

と思われます。

アグリビジネス創出フェア 2007

（企画戦略室　須藤　重人）

印刷　（株）高山
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